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2006 年（平成 18 年） 9 月 29 日 

首都圏ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ『羽田→関空→南海電車で大阪・高野山へ』について 

 

   

 首都圏での関空利用促進のため、羽田空港以西に在住の方やお勤めの方を対象に、南海

電気鉄道株式会社（本社：大阪市）および京浜急行電鉄株式会社（本社：東京都）との

連携により、羽田発関空便を利用した高野山や大阪の街歩きの良さをＰＲするキャンペ

ーンを行います。 

 

※首都圏から関空経由で海外へ出発する方の需要をより一層伸ばすため、中東や中国

など日本で唯一の路線をＰＲするなど、羽田空港をはじめとする交通機関を中心にＰＲ

を行っており、今回のキャンペーンもその一環です。 

 

詳細は別紙の通りです。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ホームページ  http://www.kansai-airport.or.jp 

関西国際空港株式会社 
経営戦略室広報グループ 

TEL : 072-455-2201 

FAX : 072-455-2052 

お問い合わせ先 

関西国際空港株式会社 

航空営業部 旅客営業グループ 

TEL : 072-455-2109 



                        

 

 報道発表資料                                      ２００６年９月２９日 

 

首 都 圏 から羽 田 空 港 ・関 西 国 際 空 港 を利 用 して関 西 地 区 への旅 行 を提 案 します！    

首都圏キャンペーン『羽田→関空→南海電車で大阪・高野山へ』を実施  

京急品川駅で１０月１日(日)～３日(火)まで 

  

南海電気鉄道株式会社 

関西国際空港株式会社 

京浜急行電鉄株式会社 

 

南海電気鉄道株式会社(本社：大阪市中央区、社長：山中 諄)と、関西国際空港株式会社

（本社：大阪府泉佐野市、社長：村山 敦）は、京浜急行電鉄株式会社（本社：東京都港区、

社長：石渡 恒夫）と共同で、１０月１日(日)～３日(火)までの３日間、首都圏キャンペー

ン『羽田→関空→南海電車で大阪・高野山へ』を実施します。 

同キャンペーンは、首都圏から「羽田空港→関西国際空港」便を利用しての関西地区へ

の旅行を提案することを目的としています。期間中は京急品川駅上りホームに特設ＰＲブ

ースを設置し、ブース周辺で南海と関西国際空港のチラシ配布などを実施します。 

また、南海・関西国際空港共同による首都圏キャンペーンの実施は今回が初めてであり、

関西国際空港から大阪・難波までは、空港特急「ラピート」の利用で最短３８分という利

便性の高さを両社一体となってＰＲいたします。 

なお、京急は今年３月３０日（木）から４月１日（土）までの３日間、南海難波駅にお

いて「羽田に着いたら京急電車に乗ろう！キャンペーン」を実施しました。 

 

 

キャンペーンの概要は別紙のとおりです。 

 

 

    
南海電気鉄道の空港特急「ラピート」         首都圏からの需要促進を図る関西国際空港 

 

 



別 紙 

 

首都圏キャンペーン『羽田→関空→南海電車で大阪・高野山へ』の概要 

 

１.名  称：首都圏キャンペーン『羽田→関空→南海電車で大阪・高野山へ』 

 

２.開催日時：２００６年１０月１日（日）～３日（火） 

１０時００分～１７時００分（３日は１５時００分まで） 

 

３.実施内容：首都圏から「羽田空港→関西国際空港」便を利用しての関西地区への旅行

を提案することを目的に、京急品川駅上りホームにＰＲブースを設置、南

海・関西国際空港のチラシ配布などを実施し、首都圏での両社の利用促進

を図ります。なお、同キャンペーンは南海の女性車掌および関西空港案内

係が制服を着用してＰＲを実施します。 

 

４.実施場所：京急線品川駅上りホーム 

 

５.配 布 物：  南海 

    大阪・和歌山旅客誘致パンフレット 

   「南海特急で行く世界遺産高野山」など 

 

 関空会社 

   関西国際空港旅客誘致パンフレット 

「羽田→関空→海外へ」「関空情報誌ＫanＫuu」など 

 

７.配 布 数：１５，０００枚 アンケート３００サンプル 

 

８.主  催：南海電気鉄道株式会社・関西国際空港株式会社 

 

９.協  力：京浜急行電鉄株式会社 

  

10.企画運営：株式会社京急アドエンタープライズ 

 

＜参考＞ この資料は国土交通記者会・ときわクラブ・羽田空港記者クラブ・青灯クラブ・近畿電鉄記者クラブ・関西国際空港記者会に提供しています。 

 

この資料に関するお問合わせは 

南海電気鉄道㈱ ＩＲ広報部  森 川  TEL ０６－６６４４－７１２５ 

                      <森川携帯> ０９０－３３５８－２６７５ 

関西国際空港㈱ 広報グループ 升谷（ますたに） TEL ０７２－４５５－２２０１ 

                      <升谷携帯> ０９０－３０５３－９３７７ 

京浜急行電鉄㈱ 広報宣伝担当 高 橋  TEL ０３－３２８０－９１２９ 

 

 

 

 

 



参 考 

 

●南海電気鉄道株式会社について 

  大阪ミナミの中心地「難波」から関西国際空港、和歌山市および世界遺産・高野山へ

運行しています。空港特急「ラピート」は難波⇔関西空港間を最短３８分で結んでいま

す。 

 

●空港特急「ラピート」について 

①運賃   

難波～関西空港 大人／８９０円 小児／４５０円  

②特急券   

大人／５００円 小児／２５０円 

（スーパーシートは特別車両料金２００円が別途必要） 

③営業運転開始日   

  １９９４年９月４日 

④車両特徴  

関西空港へアクセスする空港特急（難波～関西空港駅間を直通運転）として、

１９９４年９月に３６両（６両×６編成）を新造しました。南海のイメージリ

ーダーカーであり、１９９５年にはブルーリボン賞を受賞しました。楕円を基

本形状として採用し、航空機の流線形とＳＬが持つ力強さのイメージを融合さ

せた従来の概念にない発想でデザインを採用しています。座席はスーパーシー

トとレギュラーシートの２タイプがあり、いずれも車両幅を従来車よりも拡幅

（約 10cm）して居住性の向上をはかったほか、楕円形の窓やハットラック形

式の荷棚などにより航空機内のイメージを醸し出しています。 

 

●関西国際空港について 

１９９４年９月、大阪湾南東部泉州沖約５㎞の海上に建設された海上空港。

１つのターミナルビル内に国際線と国内線があり、乗り継ぎ利便性に優れてい

ます。現在の３，５００m の滑走路に加え、２００７年８月２日に４，０００

ｍの第２滑走路がオープン予定。 

「お客様第一主義」を掲げており、英国の調査会社による世界の空港ラン

キング「AIRPORT of the YEAR 2006※」では、空港の清潔さや出入国時の手

続きのスムーズさ等が評価され総合第４位にランクされました。※2005 年 9

月から 2006 年 5 月までの 9 ヶ月間、90 ヶ国以上、約 720 万人からの投票結果による

もの。 

＜フライトネットワーク＞ 

国際線ネットワークは世界３１ヶ国・地域、７１都市（２００６年夏スケジ

ュール）に及び、国内線は国内１９都市（２００６年９月現在）とを結んでい

ます。 

＜アクセス＞ 

鉄道、リムジンバス、高速船等の多様なアクセスをもち、関西主要都市とを

１時間前後で結びます。 

＜首都圏でのプロモーション＞ 

  充実した深夜便や独自路線を活用した関西空港経由の旅（「羽田－関空－海

外へ」）を提案するなど、関西空港経由の利点を PR して首都圏からの需要促進

を行っています。 


